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■ 環境認識 

1 

自然との共生 
 

人間世界との共栄共存 

対人関係を重視 
 

和を以って貴しとなす 

長期的な信頼関係 
 

共栄共存という社会的視線 

社会的価値の創造 
 

社会の一員である自覚 

「大きな壁」に直面するグローバル資本主義世界 

グローバル資本の国境を越えた 

移動が世界経済を不安定化 
 

急激かつ巨額の資本流入出がバブル発生と 

その崩壊を生み出し、絶えざる金融危機を生起 

地球環境の汚染・破壊を 

加速 
 

「資本の自己増殖」という目的達成のためには 

「自然の搾取」は避けて通れない 

「中流階層」の消滅による 

社会の二極化現象が発生 
 

グローバル競争の結果、 

富の偏在・所得格差の拡大が発生 

西洋中心のグローバル資本主義における「三つの根源的欠陥」 

新しい価値観に基づく 

グローバリゼーションの構築が急務 

これまで日本が大切にしてきた価値観が今後の経済運営・企業経営には不可欠 

日本的価値観をベースにした新たなビジネスモデルを構築できるかどうかが 

これからのグローバル資本主義世界で生き残るカギに 
出所：中谷巌 
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貸出金残高 個人向け貸出 海外向け貸出比率
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■ 邦銀を取り巻く環境認識 

国内銀行貸出金残高と主要行海外向け貸出残高の推移 国内銀行の預貸率と貸出金約定金利の推移 

預貸率は低下に歯止めが掛からず 

貸出金については収益性確保が今後の課題 

個人向けと海外向け貸出が 

今後、資金需要が期待できる成長ドライバー 

（％） 

（出所）日本銀行データより作成 （出所）ともに日本銀行データより作成 

〈 国内銀行とスルガの預貸率の推移 〉 

〈 国内銀行 貸出金約定金利（ストック）の推移 〉 

（兆円） 
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■ 第４次経営計画グランドデザイン 

フリーローン事業 

保障性保険事業 
（バンカシュアランス） 

住宅ローン事業 

資産運用 

サポート事業 

スモール 

／ミドル法人事業 

ネットワーク事業 

広域事業 代理店事業 

総合的なエリア戦略を 

可能とする 

スルガのケイパビリティ 

市場の特性を活かし、顧客軸を付加した価値創造実現へ 
－スルガのリテール特化戦略により培ったノウハウを最大限に発揮－ 

日本郵政グループの 

幅広いネットワーク 

コミュニティバンク 

静岡 / 神奈川の従来型の 

フルバンキングサービス 

インターネット・コールセンター 

によるダイレクトチャネル 

首都圏をはじめ札幌から福岡まで、 

主要な都市圏における事業展開 

マーケティング 
システム       
インフラ 

全国に広がる  
顧客基盤 

価値観 

Our 
Philosophy 

リテール     
マインド 

他を圧倒する 

スピード・柔軟性 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

戦
略
的
傾
斜
配
分 

経
営
資
源
の
効
率
的
・効
果
的
な
配
分 

主な市場 コア事業 
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貸金業者 国内銀行

健全な消費者の消費活動を金融面で支えるプレイヤー不在の現況は、 

国民経済の成長の大きな足かせとなっている一方で、 

大きなビジネスチャンスの可能性も！ 

〈 貸金業者の消費者向け貸付残高及び国内銀行カードローン等残高の推移 〉 
（億円） 

（出所）金融庁および日本銀行データより作成 
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〈 個人消費の推移（名目ＧＤＰ） 〉 

（兆円） 

（年度） 

（出所）内閣府データより作成 

■ フリーローン市場の現状 

法改正の影響で 

残高は大幅に減少 

個人消費も 

大幅に減少 

4 
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■ スルガ銀行グループの個人ローンビジネス 

Daily 

Future 

Reality Dream 

日常生活を豊かにするためのローンから、将来の夢実現を応援するためのローンまで 

スルガ銀行グループはあらゆるライフスタイル・ライフステージに対応可能 

日常生活応援型 

ファイナンス 

夢応援型ファイナンス 

デビット 

カード 

自動貸越 

サービス 
リザーブド 

プラン 

住宅 

ローン 

ｾｶﾝﾄﾞﾊｳｽ 

ローン 

リバース 

モーゲージ 

セグメント 

商品 
リフォーム 

ローン 

教育 

ローン 

リゾート 

ローン 

資産活用 

ローン 

親孝行 

ローン 

日々の生活を 

充実させたい 

夢や目標を 

実現させたい 

スルガ銀行グループとして 

「目的」・「金額」・「期間」といった 

資金ニーズに柔軟に対応可能な 

ローンモデルを展開 
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■ 他社とは一線を画したスルガ独自のフリーローンビジネス 

6 

法規制の影響 

顧客との 

コミュニケーション 

フリーローン 

ノウハウ 

顧客情報の 

蓄積・活用 

スルガ 一般的な銀行 ノンバンク 

改正貸金業法の影響は 

限定的 

「顧客軸」による 

コミュニケーション 

自社でノウハウを蓄積 

顧客属性情報 

＋ 

フリーローン情報 

改正貸金業法の影響大 

顧客属性情報に依存 

「商品軸」による 

コミュニケーション 

改正貸金業法の影響は 

限定的 

自社へのノウハウ蓄積は 

不十分 

コミュニケーション方法に 

制約 

審査・途上・回収 

ノウハウに強み 

フリーローン情報に依存 
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■ 住宅ローン市場を取り巻く環境 

（兆円） （兆円） 

〈 国内銀行の貸出金／住宅ローン残高・住宅ローン実行額推移 〉 

405
422 416 414 417

96 100 101 104 107

15 15

14

13
13

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

2008年3月 2009年3月 2010年3月 2011年3月 2012年3月

10

11

12

13

14

15

16

17

貸出金残高（左軸） 住宅ローン残高（左軸） 住宅ローン実行額（右軸）

（出所）日本銀行、住宅金融支援機構データより作成 

各行が注力している「住宅ローン」ビジネスは 

縮小していく市場を金利競争で奪い合う「勝者なき体力勝負」の世界へ突入 

〈 新設住宅着工件数の推移 〉 
（件） 

（出所）国土交通省データより作成 

100,929 

74,176 
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■ スルガの住宅ローンビジネス 

スルガの住宅ローンビジネスはチャネル営業に依存しない 

金利競争とは一線を画した「顧客軸」を付加したビジネスモデルを展開 

スルガの住宅ローンビジネスは時代の変化にあわせて進化し続ける 

お客さま 

スルガ 

不動産 

チャネル 

契
約
成
立 

顧
客
紹
介 

ニ
ー
ズ
に
合
致 

し
た
独
自
商
品 

住
宅
ロ
ー
ン
申
込 

『不動産チャネル』 を起点とした 「Ｂ ｔｏ Ｂ ｔｏ Ｃ」 モデル 『自社ＤＢ』 と 『ＳｍａｒｔＥｙｅ』 を活用した  「Ｂ ｔｏ Ｃ」 モデル 

お客さま 

スルガ 

不動産 

チャネル 

契
約
成
立 

住
宅
ロ
ー
ン
申
込 

自
社
Ｄ
Ｂ
を
活
用
し
た 

顧
客
分
析
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

〈 「商品軸」時代の住宅ローンビジネス 〉 〈 「顧客軸」時代の住宅ローンビジネス 〉 
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営業店 
インター 

ネット 

コール 

センター 
ＡＴＭ 

お客さま 

9 

■ スルガ独自のマーケティング 

顧客軸に 

統合された

情報インフラ 

ＣＲＭ Ｓｍａｒｔ Ｅｙｅ 
〈オペレーショナルＣＲＭ〉 〈アナリティカルＣＲＭ〉 

＋ 

・ コンタクト履歴の蓄積 

・ チャネルミックス 

・ 各ＤＢに点在する情報を顧客軸で統合  

・ 鮮度が高く、分析が可能 

「気づき力」
の向上 

顧客ニーズ
の発見 

コンピタンスの 

強化 
観知力 開発力 実行力 提案力 

「顧客軸」に基づく仮説・検証プロセスによる 

柔軟な分析 

提供価値の最適化 

〈 顧客セグメントごとに独自価値を提供 〉 

コンタクトタイミングの最適化 

〈 お客さまのイベントを察知 〉 

コンタクトチャネルの最適化 

〈 望まれるチャネルを予測 〉 
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■ ゆうちょ銀行との業務提携 

フ
リ
ー
ロ
ー
ン 

60千件 10千件 

住
宅
ロ
ー
ン 

2,331億円 95億円 

累 計 2012年度上期実績 

50千件 

2,236億円 

2012年３月末 
までの実績 

※1億円未満切捨て 

※実績は「実行額」ベース 

※千件未満切捨て 

提携開始から現在までの実績 

ゆうちょ銀行全233 店舗で 

目的別ローンおよびカードローンのお申込みが可能に 

日本全国に広がるゆうちょネットワークを活用したビジネス展開 

沖縄地方 

ゆうちょ銀行 1 

九州地方 

ゆうちょ銀行 13 

四国地方 

ゆうちょ銀行 6 

中国地方 

ゆうちょ銀行 11 

近畿地方 

ゆうちょ銀行 44 

中部地方 

ゆうちょ銀行 33 

北海道 

ゆうちょ銀行 5 

東北地方 

ゆうちょ銀行 10 

関東地方 

ゆうちょ銀行 110 

「お客さま」のニーズを大切に考えたローンを 

          より多くのお客さまにご提供 

全国に広がる 

ゆうちょ銀行の店舗ネットワーク 



©2012  SURUGA bank, Ltd.  All rights reserved. 

貸出金利回りと貸出金平残 

総資金利ざや 

（億円） 
（億円） 

1.75% 

0.62% 

1.66% 

0.62% 

（12/3） 

08/9 09/9 10/9 

（12/3） 

貸出金平残 

貸出金利回り 

0.58% 

1.71% 

預金平残 

預金等利回り 

■ 利ざや等の状況(全体)     

0.56% 

1.76% 

11/9 

当社 

地銀平均 

1.86% 

0.55% 

12/9 

（12/3） 

預貸金粗利ざや 

預金等利回りと預金平残 

預貸金利ざや 

08/9 09/9 10/9 11/9 12/9 

3.26% 1.12% 

0.31% 

当社 

地銀平均 

08/9 09/9 10/9 11/9 12/9 

当社 

地銀平均 

3.09% 3.09% 3.09% 3.16% 

1.82% 1.82% 
1.70% 1.64% 1.62% 

08/9 09/9 10/9 11/9 12/9 08/9 09/9 10/9 11/9 12/9 

【地銀平均】貸出金利回り 【地銀平均】 
預金等利回り 

11 

1.09% 
1.01% 1.03% 

0.39% 0.39% 0.34% 0.31% 

1.19% 

（12/3） 
（12/3） 

22,551 

23,500 
23,954 

24,836 

25,868 

28,033 
29,300 

30,337 
31,292 

32,528 

3.64% 
3.33% 3.24% 3.18% 3.25% 

2.14% 1.96% 1.84% 1.73% 1.71% 

0.38% 

0.24% 

0.15% 
0.09% 0.09% 

0.31% 

0.20% 
0.13% 

0.09% 0.09% 
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（12/3） 
0.66% 0.66% 0.61% 

0.57% 0.58% 

預貸金利ざや 

利回り・経費率の状況 預貸金粗利ざや 

■ 利ざや等の状況（国内）     

1.48% 

1.40％ 

1.35% 

当社 

地銀平均 
  預金等利回り 

  

 貸出金利回り  経費率 

1.31% 

3.65% 

3.40% 
3.31% 3.25% 3.31% 

1.30% 

0.33% 
0.24% 

0.15% 
0.09% 0.08% 

08/9 09/9 10/9 11/9 12/9 

09/9 10/9 11/9 12/9 08/9 

当社 

地銀平均 
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09/9 10/9 11/9 12/9 08/9 

1.91% 
1.83% 

1.75% 
1.81% 

1.84% 

3.32% 

3.16% 3.16% 3.16% 
3.23% 

1.64% 

（12/3） 
1.85% 1.85% 1.72% 1.64% 
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コア業務純益と中間純利益 円貨預貸金利益と業務粗利益 

（億円） 

■ 利益の推移 

（億円）  コア業務純益 

 中間純利益  業務粗利益 

 円貨預貸金利益 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 

最高益 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 

375 
388 383 

400 
404 

348 349 
361 

377 

410 

184 

159 

170 

183 

197 

77 

66 
61 

75 

99 

13 
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業務粗利益の推移 （億円） 

■収益基盤の成長(10年対比)  

14 

業務粗利益  

２９４億円 

業務粗利益 

４１０億円 

その他業務利益 １億円 

その他業務利益 ▲２億円 

資金利益  

２８５億円 

資金利益  

４１７億円 

役務取引等利益 ▲８億円 

役務取引等利益 １２億円 

個人ローン残高 

１兆２，３７６億円 ２兆２，４１９億円 

預貸金粗利ざや 預貸金粗利ざや 

２．９８％ ３．２３％ 

＋０．２５％ 

＋１兆４３億円 

＋１１６億円 

＋１３２億円 
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個人ローン実行額 個人ローン残高・ 個人ローン比率 

17,960 

（億円） （億円） 

19,167 
19,887 

2,751 

 フリーローン残高 

 住宅ローン残高 

 個人ローン比率（％） 

■ 個人ローンの状況 ①  

20,888 

2,546 

 住宅着工件数（千件） 

22,419 

 下期実行額 

 上期実行額 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 

76.9% 

79.9% 
81.1% 

81.7% 

84.0% 

2,449 

2,538 

2,647 

2,799 

3,555 

15,511 
16,629 

17,240 

18,864 
18,089 

1,471 

1,252 
1,431 

1,555 

1,280 

1,294 1,201 

1,083 

842 
799 

843 
851 

2,632 

1,382 

15 

2,989 

1,607 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 
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（注）（      ）内は平均レート 

無担保カードローン 

無担保証書貸付 
有担保フリーローン 

住宅ローン 

18,864億円（3.3%） 
フリーローン 

■ 個人ローンの状況 ②  

２０１２年９月末 

3,555億円(6.4%) 

個人ローン 
22,419 億円 (3.8%) 

フリーローン 
 3,555億円 (6.4%) 

2,666億円（4.3%） 

871億円(12.9%) 

１８億円（3.0%) 

フリーローン残高内訳・平均レート 個人ローン残高内訳・平均レート 

16 

無担保証書貸付残高 

無担保カードローン残高 

有担保フリーローン残高 

31 

718 

1,789 

25 

747 

1,874 

20 

750 

2,029 

2,538 2,646 2,799 

3,555 （億円） 

18 

871 

2,666 

09/9 10/9 11/9 12/9 
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住宅ローン地域別残高比率 住宅ローン実行レート分布（累計） 

 首都圏  神奈川 静岡  広域 

 ３％未満  ３％台 ４％台  ５％以上 

■ 住宅ローンの状況   

 住宅ローン実行平均レート（％） 

28.5% 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 

27.9% 26.0% 24.7% 23.8% 

0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 0.4% 

33.6% 36.9% 39.5% 40.7% 41.2% 

37.4% 34.7% 34.0% 34.1% 34.6% 

3.91% 

3.68% 3.65% 3.66% 3.71% 

43.1% 45.5% 47.3% 49.5% 51.0% 

23.8% 21.2% 19.4% 18.0% 17.2% 

29.3% 25.9% 23.6% 21.0% 18.9% 

3.8% 7.4% 9.7% 11.5% 12.9% 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 

17 
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7.80%
7.32%

6.83% 6.88% 6.45%

3.32%3.33%3.32%3.34%
3.62%

0.33% 0.36% 0.42% 0.24% 0.15%

0.44% 0.65% 0.52% 0.47% 0.36%

0.07%0.14%0.21%
0.43%

0.24%

0.26%0.25%
0.45% 0.36% 0.33%

フリーローン 住宅ローン 

※延滞率＝3ヶ月以上延滞債権 ÷ ローン残高   ※毀損率＝デフォルト率×（１－回収率） 

   毀損率    利回り    延滞率    毀損率    利回り    延滞率 

■ 個人ローンの延滞率・毀損率の推移 

10/9 

18 
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投資信託
保険
その他（国債等保護預り、外貨）

14.3%
13.0% 12.6%

11.7%
10.7%

投信・保険手数料収入 投資性商品残高内訳（個人） 

投信販売手数料
投信信託報酬
個人年金保険手数料
その他保険（火災、一時払終身、保障性）

（百万円） （億円） 

   投資性商品比率 

■ 投資性商品〈残高・手数料〉推移（個人） 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 

1,365 

534 

690 657 

208 

520 

524 

111 

57 

373 

46 

57 

141 

390 

59 

99 
206 

47 

367 

37 

266 

27 

340 

13 
646 

3,381 

3,104 3,093 
2,951 2,841 

1,292 

1,529 

559 574 

1,421 

1,107 1,135 

1,393 

564 

1,063 

1,345 

543 496 

1,324 

1,021 

19 
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375

388
383

400

410

13

125

73

14

122

74

13

118

78

13

119

75

14

120

77

56.3%

54.1%

54.6% 51.5%51.8%

（億円） 

 業務粗利益 

 人件費 

物件費 

 ＯＨＲ 

 税金 

■ 経費・ＯＨＲの推移 

207 211 210 209 211 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 
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         84.26％ 

100% 4,337 法人 

100% 22,513 個人 
100% 26,850 総与信合計 

92.73% 4,021 法人 
  

98.96% 22,278 個人 
97.95% 26,299 正常債権 

81.32% 43.60% 45 66.88% 103 108 211 7.27% 316 法人 

88.18% 68.19% 59 62.86% 18 130 148 1.04% 235 個人 
2.05% 551 合  計 

53.88% 27.05% 19 36.77% 0 40 40 2.56% 111 法人 

75.67% 26.53% 8 66.88% 1 61 62 0.41% 93 個人 
0.76% 204 要管理債権 

95.53% 72.67% 20 83.67% 93 51 144 3.98% 173 法人 

88.96% 72.61% 13 59.69% 7 21 28 0.21% 47 個人 
0.82% 220 危険債権 

100% 100% 7 80.91% 10 15 25 0.73% 32 法人 

100% 100% 38 60.52% 9 48 57 0.42% 95 個人 
0.47% 127 

破産更生債権 
及びこれらに 
準ずる債権 

ｶﾊﾞｰ率 引当率 引当 保全率 保証 担保 
担保・ 
保証合計 

構成比 
法人・個人別 
与信残高 

構成比 
12年9月期 
与信残高 

開示区分 

（億円） 

： 担保・保証による保全率 

： 無担保部分への引当率 

： 担保・保証・引当を考慮したカバー率 

保全率 

引当率      

カバー率 

カバー率合計 

■ 金融再生法開示債権詳細 

21 
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実質与信費用 開示債権比率 

3.37%

2.58%

2.21% 2.25%
2.05%

0.27%0.34% 0.30%
0.49%

0.32%

1.81%

2.13%

2.42%

1.90%
1.66%

197
183

170
159

184

29
43

5054

280.24%

0.22%
0.34%0.41%0.46%

（億円） 

   開示債権比率（担保・保証・引当金控除後） 

   開示債権比率（引当金控除後） 

   開示債権比率 コア業務純益 

実質与信費用（与信費用ー償却債権取引益） 

実質与信費用比率（実質与信費用/貸出金平残） 

■ 開示債権比率と実質与信費用の推移 

10/9 08/9 12/9 11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 09/9 11/9 
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国債 外国債券 社債 地方債

（億円） 

平均残存期間（年） 

■ 債券ポートフォリオの推移 

5.6％  中 長 期 

49.8％  変動利付 

44.4％ 短   期 

国債内訳 

2.1％  中 長 期 

43.7％  変動利付 

54.1％  短   期 

国債内訳 

4.1％  中 長 期 

59.1％  変動利付 

36.6％ 短   期 

国債内訳 

0.1％  中 長 期 

62.9％  変動利付 

37.0％ 短   期 

国債内訳 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 

2.3％  中 長 期 

41.9％  変動利付 

55.6％ 短   期 

国債内訳 

2,471 
2,623 

3,563 

3,847 
3,991 

0.63 

0.32 0.32 

1.30 

0.75 

3,229 2,921 3,325 2,457 2,307 

186 

180 

107 

113 
108 

178 

144 

82 

52 

48 

398 

602 49 

1 

8 
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アウトライヤー比率 

統合リスク管理 

２０１２上期 

配賦原資 

（億円） 

２０１２／９月末  

リスク量 

２０１２年３月末 

Ｔｉｅｒ Ⅰ 

バッファー１，２６６ 

２０１２上期 

配賦資本 

 
４６３ 

２０１２年９月末 

金利ショック 

方 式 
±２００ｂｐ 

金利リスク量 ６７億円 

アウトライヤー 

比 率 ３．１％  

６３７ 

１，９０３ 

２２５ 

２７７ 

１３５ 

１５１ 

１８６ 

１２６ 

信用リスク 

市場リスク 

オペレーショナル 

リスク 

１．信頼水準  ９９％（共通） 

２．保有期間 （営業日） 

 ・信用リスク      ２４０日 
 ・預貸金、債券等 
    金利・価格変動リスク  ６０日 
  （トレーディング勘定は   １０日）   
 ・株式 価格変動リスク    １２０日 

３．オペレーショナルリスク 

              基礎的手法 

■ リスク量の状況 

24 
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2,096 

ＴｉｅｒⅠ 

（億円） 

■ 自己資本の推移 

繰延税金資産 

自己資本比率 ＴｉｅｒⅠ資本・繰延税金資産  

国際基準自己資本比率（連結） 

国内基準自己資本比率（単体） 

国内ＴｉｅｒⅠ比率（単体） 

25 

  2012年9月末  コアＴｉｅｒⅠ比率  ：  ８．８％ 
   （有価証券評価差損、繰延税金資産、金融機関への普通株出資、  

                              ソフトウェア等を勘案） 
 

11.61% 11.61% 
11.40% 

11.10% 11.10% 

11.28% 11.36% 
11.12% 

10.61% 

10.72% 

10.70% 10.78% 
10.53% 

10.02％ 

10.15% 

繰延税金資産/ＴｉｅｒⅠ  

12.8% 11.3% 11.8% 12.8% 

6.5% 

1,841 
1,886 1,889 

1,850 

1,985 

236 214 223 237 

130 

11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 11/9 10/9 09/9 08/9 12/9 

（億円） 

1,941 1,988 1,995 1,959 

国内基準自己資本額（単体） 
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９９ 

１６１ 

  ２０１１年度 
中間期 
実績 

（Ａ） 

■ ２０１２年度中間期実績及び通期見通し 

実質与信費用 

当期純利益  

経常利益  

コア業務純益 

一株あたり配当金（円） 

１８３ 

１３２ 

７５ 

４３ 

６．５ 

３８５ 

２０１２年度 

見通し 

２８０ 

１７０ 

１３ 

７５ 

＋２４ 

実績比 

（Ｂ－Ａ） 

＋１４ 

＋ ２９ 

０ 

△１４ 

（億円） 

２９ 

１９７ 

６．５ 

  ２０１２年度 
中間期 
実績 

（Ｂ） 

26 
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■ スルガの考える未来創造型ＣＳＲ 

変化し続ける時代の声にお応えしながら、持続可能な社会の実現に向けて、 

未来を担う子供たちが健やかに成長するための豊かな環境づくり、 

「価値ある社会」の創造に向けて、たゆみない挑戦を続けてまいります 

 

27 

本業としての 

戦略的価値 

未来の子供たちのために 

Value for the Future 

持続可能性のための 

戦略的CSR 

遵法を超える正しさに 

沿う経営 

機会 

責任 

Value for the Future 

未来の子供たちのために 
私たちができること 

子供たちが未来に美しい花を咲かせ、 

豊かで実り多い社会を築いていけるように。 

そのための土壌を創ってまいります。 

未来創造サポート・プログラム 

自助自立社会の実現をめざして 

サスティナブルな社会実現プログラム 

ふじのくにの景観は地域の文化遺産 

次世代育成サポート・プログラム 

未来を担う子供たちのために 

スルガのＣＳＲのフレームイメージ 
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■ 経営理念における成長のあり方 

経営 

「立地する国、地域の文化に立脚する」 

「人に基軸を置く」 

Culture-oriented 

People-based 

Social-perspective 
「社会的な見地を大切にした経営を行う」 

株 主 

その他の 
ステークホルダー 

お客さま 社 員 
 
 （グループ） 

資本の効果的 
運用システム 

幸せ実現の  
支援システム 社会的役割遂行と 

自己実現のための 
直接的参加システム 

“価値交換システム”としての成長 

 
 

 
 

 
 

（グループ） 

成 長 

“使命型企業”としての成長 

“Ｃ・Ｐ・Ｓ”を原点とした成長 

28 

各ステークホルダーとの価値交換性の向上を 

成長と定義する 

「ライフ アンド ビジネス コンシェルジュとして     

〈夢をかたちに〉する、〈夢に日付を〉いれるお手伝い」をするという 

ミッションの実現性の向上を成長と定義する 

C 

P 

S 

文化を尊重し、その文化を強みとして                            

活かしていくことにスルガの成長がある 

企業の理論ではなく、人の論理を中心に                                    

据えた経営によって成長を実現する 

社会的公器としてのあり方を絶えず志向し、                             

社会規範の上をいく状態を実現する 



本資料には、将来の業績に関る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、 

リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性が 

あることにご留意ください。 

＜本件に関する照会先＞ 

経営管理部 ＩＲ 

［TEL］ 03-3279-5536 

［ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ］  ir.koho@surugabank.co.jp 

Ｔｈａｎｋ ｙｏｕ． 


